
 
開校 100周年の年度末を迎えて 

校長 荒井 令子 

月日がたつのは早いもので、令和２年度（開校 100周年）の最後の月を迎えました。三寒四温の

言葉どおり、日差しも少しずつ春めいてきました。先日は、保護者会にお越し頂きましてありがと

うございました。今年の東京の桜開花は３月１７日頃と発表されました。今年の卒業式にも、2年前

に植樹して頂いたソメイヨシノの花が卒業をお祝いするかのように花を咲かせてくれることでしょ

う。 

体操・内村航平選手の言葉から 

今夏の東京オリンピックに向けて、あるニュース番組で報道された、体操・内村航平選手の言葉

が心に響きました。「しょうがないけど、できないではなく、どうやったらできるかを皆さんで考え

て、どうにかできる方向に考え方を変えてほしいです。」この言葉は、内村選手のようなトップ・ア

スリートだけでなく、全ての人々、特に若者の「本音」のような気がしました。小学生がそれぞれ

の学年で過ごす一年間は、一生に一度しかありません。「また来年」はないのです。現状を考えて、

結果は受け入れていかなければなりませんが、最初から「できない」の結論ありきでは、子供たち

がかわいそうです。内村選手が訴えた「みんなで考える」「考え方を変える」は、今年度、学校にお

いては後押ししてくれる言葉になりました。 

みんなで考えました 100周年記念展示会 

これまでの 100周年記念の取組を、「100周年記念展示会」という形で、やっと保護者・地域の皆

様方に見ていただく機会を設定することができました。100周年記念歌「小梅小音頭」の動画を見な

がら踊っている 1年生たちがいたり、「パパが 6年生の時の写真だよ。」と説明しながら卒業アルバ

ムを開いている微笑ましい親子がいたり、我が子の作品（10年後の自分へ、おめでとう俳句）を見

入っている保護者の皆様がいたり、100周年を祝う気持ちがあふれた展示会になりました。 

考え方を考えました 6年生を送る会 

 例年であれば、各教室から感謝や別れを伝える歌声や呼びかけが聞こえてくるのに、今年はタブ

レットで何か撮影している様子が見られました。今年の「6年生を送る会」は、放送及び事前に撮影

した動画を使用して各教室で参加する会になりました。体育館に一堂に集うことはできませんでし

たが、校舎内がオンラインでつながり、おめでとうの気持ちを共有できる、ありがとうの気持ちを

伝えることができました。「6年生を送る会」の様子はお子様からお聞きください。 

 

小梅小学校に関係する全ての方々のお力をお借りして、「子供たちの健康を守る、子供たちの学び

を止めない」を目標に教育活動を展開してまいりました。その結果、保護者の皆様から頂いた学校

評価「小梅っ子は楽しく学校生活を送っている」に対して肯定的意見が 95％でした。本校の教育活

動に対して多大なる御支援・御理解・御協力を賜りましたこと心よりお礼申し上げます。本当にあ

りがとうございました。 

令和３年３月１日 
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教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子  ○たくましい子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生より                ６年担任 菅野 拓郎 吉川 修平 

この１年間、６年生は学校のリーダーとして、委員会活動やクラブ活動などに携わり、 

学校全体の活動を支えてきました。様々な制限がある中でも、今できることに精一杯取 

り組む姿はとても立派でした。また、学校の伝統である小梅小囃子の練習にも励みまし 

た。 

子供たちは健やかに成長し、２４日には５９名の子供たちが卒業の日を迎えます。例 

年とは異なる形の卒業式になりますが、全教職員が心を一つにして準備をしながら、６ 

年生の一人一人が気持ちよく卒業できることを願っております。 

保護者の皆様には、様々な変化が起きる中、多くの御理解と御協力を賜りましてあり 

がとうございました。残り少ない小学校生活も子供たちの大切な思い出の１ページとな 

るよう、担任共々奮起して参ります。引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

クラブ・委員会のまとめ             特別活動部 杉本 有里  

 クラブ活動では、学年や学級を離れて、児童が共通の趣味や関心を追求しながら活動しま

した。コロナ禍でしたが、「コロナでもできることは何だろう。」と考え、活動内容を工夫し

て行いました。制限がある中でも、充実した活動ができました。１月末には、来年度に向け

たクラブ希望調査を行いました。３年生はクラブ見学を通して、興味のあるクラブを希望し

ました。現在、児童の希望を集計、調整をしております。 

委員会の運営は高学年が中心となって行いました。コロナ禍でしたが、それぞれの委員会

で学校生活をよりよくするために、工夫しながら運営されました。例えば、保健給食委員会

では、「コロナに負けるな！」として、感染予防などの動画を作成しました。みんながコロナ

に負けずに元気に生活できるようにと願いを込めて、自主的に活動が行われました。 

来年度、上級生と下級生が協力して、より良い活動になることを願っています。 

  ２月の避難訓練              生活指導部 川村 準 

めあて【地震発生に伴い校内放送機器が壊れて使えない場合の避難行動がとれるようにする。】 

  

地震発生時に校内放送が使えなくなったという想定で避難訓練をしました。ハンドマイクを 

使って校庭から避難指示をしました。児童は静かに教室で指示を待って、指示が出たら速やか 

に校庭に避難できました。トラブルがあっても落ち着いて対応できるよう、日頃から指導して 

いきます。 

 

わくわく音楽道            ３年生担任 土田 亜紀子 千葉 由子 

２月１２日（金）、新日本フィルハーモニー交響楽団の方々をお招きして、３年生への特別 

授業が行われました。今年は弦楽器による演奏でした。小学生でも耳にしたことのある曲や、 

バイオリン、ビオラ、チェロそれぞれの音色も聴かせていただきました。子供たちは、美し 

い演奏に心を奪われたように聴き入っていました。 


